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
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【北海道地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）
　札幌溶接協会（℡－－）
道検定場　７日、日、日
　函館溶接協会（℡－－）
　室蘭溶接協会（℡－－）
日本製鋼所Ｍ＆Ｅ室蘭製作所　７日
　帯広溶接協会（℡－－）
　旭川溶接協会（℡－－）
旭川市工業技術センター　７日
　北見溶接協会（℡－－）
　釧路溶接協会（℡－－）
　苫小牧溶接協会（℡－－）
道立苫小牧高等技術専門学院　１日

【東北地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）東北地区溶接検
定試験場　７日
　青森県溶接協会（℡－－）
県立八戸工科学院　日、日
　岩手県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター岩手　日
　宮城県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター宮城　日
　秋田県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター秋田　日
　山形県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター山形　７日
　福島県溶接協会（℡－－）
矢田工業　８日／ポリテクセンター福
島　日

【東部地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）溶接技術中央検
定場　２日、８日／コベルコ溶接テク
ノ溶接研修センター　６日
　茨城県溶接協会（℡－－）
日立建機霞ヶ浦総合研修所　７日／県
立筑西産業技術専門学院　日／県職
業人材育成センター　日
　栃木県溶接協会（℡－－）
県立県南産業技術専門校　５日／ポリ
テクセンター栃木　７日／関東職業能
力開発大学校　日
　群馬県溶接協会（℡－－）
県立群馬産業技術センター　５日、
日
　埼玉県溶接協会（℡－－）
県鉄構会館　７日、日
　千葉県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター千葉　１日、日／
サンキュウリサーチアンドクリエイト
　８日
　東京都溶接協会（℡－－）
都溶接協会　７日、８日、日
　首都圏溶接協会東京（℡－－
）石井鐵工所　８日
　神奈川県溶接協会（℡－－
）日本溶接技術センター　６日／三
菱重工業相模原製作所　日／溶接技
術中央検定場　日、日
　新潟県溶接協会（℡－－）
総合車両製作所新津事業所　６日／新
潟テクノスクール　８日／ポリテクセ
ンター新潟　日
　山梨県鉄構溶接協会（℡－－
）ポリテクセンター山梨　７日
　長野県溶接協会（℡－－）

【北陸地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）
　富山県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター富山　７日
　石川県溶接協会（℡－－）
県立小松産業技術専門校　８日
　福井県溶接協会（℡－－）
県立敦賀産業技術専門学院　知、
日

【中部地区溶接技術検定委員会】

（℡－－）
　岐阜県溶接協会（℡－－）
県鉄工溶接協同組合　８日
　静岡県溶接工業協同組合（℡－
－）県立浜松技術専門校　１日、
８日
　愛知県溶接協会（℡－－）
中部地区検定試験場　８日、９日、
日、日
　三重県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター三重　１日

【関西地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）パナソニックコ
ネクト　５日、日
　滋賀県溶接協会（℡－－）
県立高等技術専門校米原校舎　日
　京都府溶接協会（℡－－）
府職業能力開発短期大学校　７日、８
日
　大阪府溶接技術協会（℡－－
）ポリテクセンター兵庫　８日、
日、日／ポリテクセンター関西　
日
　兵庫県溶接協会（℡－－）
藤田酸素工業　４日／ポリテクセンタ
ー加古川　日
　奈良県溶接協会（℡－－）
県産業振興センター　日
　和歌山県溶接協会（℡－－
）ポリテクセンター和歌山　日

【中国地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）中国地区溶接技
術検定委員会　日
　鳥取県溶接協会（℡－－）
　島根県溶接協会（℡－－）
県立西部高等技術校　日
　岡山県溶接協会（℡－－）
三井Ｅ＆Ｓビジネスサービス　５日／
県立南部高等技術専門校　７日／ポリ
テクセンター岡山　日
　広島県溶接協会（℡－－）
県立福山高等技術専門校　７日／三和
鉄構建設尾道工場　日
　山口県溶接協会（℡－－）
県立東部高等産業技術学校　日

【四国地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）
　徳島県溶接協会（℡－－）
県立中央テクノスク－ル　５日／ポリ
テクセンター徳島　日
　香川県溶接協会（℡－－）
ポリテクセンター香川　日
　愛媛県溶接協会（℡－－）
新居浜産業技術専門校　８日／四国地
区溶接技術検定委員会　８日
　高知県溶接協会（℡－－）

【九州地区溶接技術検定委員会】
（℡－－）
　福岡県溶接協会（℡－－）
　佐賀県溶接協会（℡－－）
　長崎県溶接協会（℡－－）
　熊本県溶接協会（℡－－）
県産業技術センター　７日、８日、
日
　大分県溶接協会（℡－－）
　宮崎県溶接協会（℡－－）
　鹿児島県溶接協会（℡－－
）県工業技術センター　日／ポリ
テクセンター鹿児島　日／川内職業
能力開発短期大学校　日／ポリテク
センター鹿児島　日
　沖縄県溶接協会（℡－－）
県工業技術センター　７日、８日、
日

（月日現在）
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会
長
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央
）
を
挟
ん
で
団
体
優
勝
の

溶
接
管
理
技
術
者
（
Ｗ
Ｅ
）
チ
ー
ム
（
左
よ

り
長
崎
、
木
村
、
（
青
山
）
小
溝
、
三
田
の

各
氏
）

　
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月


日
、
神
奈
川
県
厚
木
市
の
厚

木
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
は

日
本
溶
接
協
会
が
専
門
部
会

・
委
員
会
都
な
ど
各
組
織
と

の
交
流
を
目
的
に
、
年
一
回

開
催
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で


年
か
ら
中
断
し
て
い
た
が
、

昨
年
復
活
開
催
し
た
。
今
年

は
６
月
に
同
協
会
会
長
に
就

任
し
た
青
山
和
浩
会
長
も
初

参
加
し
、
昨
年
よ
り
１
チ
ー

ム
多
い
７
チ
ー
ム
で
行
わ
れ

た
。
ま
た
大
会
前
日
の

日

に
は
都
内
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

新
宿
で
各
会
の
活
動
報
告
も

行
わ
れ
た
。

　
競
技
は
、
部
会
や
委
員
会

な
ど
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
の

対
抗
戦
形
式
で
行
い
、

ホ

ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

ぺ
リ
ア
方
式
に
て
競
っ
た
。

当
日
は
、
理
事
会
・
ガ
ス
溶

断
部
会
連
合
、
圧
力
設
備
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
保
安
部
会
、
電

気
溶
接
機
部
会
・
溶
接
材
料

部
会
連
合
、
Ａ
Ｍ
部
会
・
レ

ー
ザ
加
工
技
術
研
究
委
員
会

（
Ｌ
Ｍ
Ｐ
）
・
産
報
出
版
連

合
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
研
究
委

員
会
、
溶
接
管
理
資
格
者

（
Ｗ
Ｅ
）
、
溶
接
技
能
者

（
Ｗ
Ｏ
）
の
７
チ
ー
ム
で
編

成
し
総
勢
２
９
人
が
参
加
。

心
配
さ
れ
た
雨
雲
も
熱
い
戦

い
に
行
き
先
を
変
え
た
よ
う

で
、
最
終
組
ま
で
濡
れ
る
こ

と
な
く
全
員
、
無
事
に
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
。
好
プ
レ
ー
、
珍

プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
、
賑
や

か
な
ゴ
ル
フ
大
会
と
な
っ

た
。

　
１
チ
ー
ム
の
う
ち
上
位
３

人
の
成
績
で
競
う

団
体
戦
で
は
溶
接

管
理
技
術
者
（
Ｗ

Ｅ
）
チ
ー
ム
が
優

勝
。
準
優
勝
は
圧

力
設
備
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
保
安
部
会
チ

ー
ム
、
３
位
は
電

気
溶
接
部
会
・
溶

接
材
料
部
会
連
合

チ
ー
ム
。
一
方
、

個
人
の
部
で
は
、

木
村
文
映
氏
（
日

鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
／
Ｗ
Ｅ
チ
ー

ム
）
が
優
勝
し
、

準
優
勝
が
山
口
耕

作
氏
（
ダ
イ
ヘ
ン
／
電
気
溶

接
機
部
会
・
溶
接
材
料
部
会

連
合
）
、
３
位
に
小
溝
裕
一

氏
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
／

同
）
と
な
っ
た
。

多くの関係者がお祝いに駆けつけた

青山会長金子委員長

検定業務への貢献に対し感謝状を贈呈

交
流
会
の
模
様

　
日
本
溶
接
協
会
は
９
月


日
、
都
内
の
コ
ン
フ
ォ

ー
ト
新
宿
で
「
２
０
２
４

年
度
部
会
・
委
員
会
交
流

会
」
を
開
催
し
た
。
青
山

和
浩
会
長
を
交
え
、
協
会

活
動
の
近
況
や
、
各
部
会

・
委
員
会
の
活
動
状
況
な

ど
を
報
告
し
合
い
、
情
報

交
換
や
共
有
、
親
睦
が
図

ら
れ
た
。

　
冒
頭
、
青
山
会
長
が

「
会
長
に
就
任
し
、
改
め

て
当
協
会
活
動
の
幅
の
広

さ
と
重
要
性
を
認
識
し

た
。
本
日
ご
参
加
の
皆
様

は
、
当
協
会
活
動
の
推
進

役
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
頂
い
て
い
る
。
各

部
会
、
委
員
会
が
一
堂
に

介
し
、
溶
接
技
術
に
つ
い

て
活
発
に
議
論
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
私
自
身
、
色
ん
な
視

点
で
溶
接
に
関
わ
り
、
情

報
交
換
や
共
有
で
き
る
機

会
を
嬉
し
く
思
う
」
と
挨

拶
し
、
各
部
会
・
委
員
会

へ
の
期
待
を
言
葉
に
し

た
。

　
こ
の
後
、
水
沼
渉
専
務

理
事
が
日
溶
協
全
体
の
概

要
や
取
り
組
み
、
溶
接
界

を
取
り
巻
く
環
境
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
の
に
続

き
、
総
務
や
出
版
、
国
際

活
動
の
各
委
員
会
を
は
じ

め
、

の
専
門
部
会
と
８

つ
の
研
究
委
員
会
、
な
ら

び
に
資
格
認
証
等
の
代
表

者
か
ら
最
近

の
活
動
状
況

な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

　
引
き
続
き

懇
親
会
も
開

か
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気

の
中
、
参
加

者
ら
は
情
報

交
換
や
意
見

交
換
な
ど
を

通
じ
て
親
睦

を
深
め
合
っ

た
。

　
日
本
溶
接
協
会
（
日
溶

協
）
の
東
部
地
区
溶
接
技

術
検
定
委
員
会
（
委
員
長

＝
金
子
裕
良
・
埼
玉
大
教

授
）
は

月

日
、
神
奈

川
県
川
崎
市
の
川
崎
日
航

ホ
テ
ル
で

周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

１
都
９
県
に
所
在
す
る


の
指
定
機
関
（
東
京
に
は

二
つ
の
指
定
機
関
が
所

在
）
と
各
地
区
検
定
委
員

会
の
代
表
者
、
日
溶
協
や

関
連
団
体
・
企
業
の
関
係

者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席

し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
し
つ
つ
節
目
を
祝
っ

た
。

　
冒
頭
、
金
子
委
員
長
は

式
典
開
催
の
経
緯
に
つ
い

て
「
２
０
２
０
年
に
計
画

し
て
い
た

周
年
式
典
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
て
こ
こ
に
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
年
は
当
委
員

会
の
前
身
で
あ
る
関
東
地

区
溶
接
工
検
定
委
員
会
の

設
立
（
１
９
５
０
年
）
か

ら
数
え
て

年
目
だ
が
、

現
在
の
溶
接
技
能
者
検
定

制
度
に
つ
な
が
る
最
初
の

検
定
試
験
が
１
９
４
９
年

に
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

東
部
地
区
管
内
で
の
検
定

業
務
の
嚆
矢
と
み
な
し
て

今
年
で

周
年
目
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
」と
説
明
。

　
続
け
て
「
当
地
区
で
は

全
国
受
験
者

万
人
の
う

ち
３
万
人
を
受
け
持
ち
、

年
間
の
試
験
回
数
は
３
５

０
回
に
及
ぶ
。
１
都
９
県

の
広
域
で
開
催
さ
れ
る
数

多
く
の
検
定
試
験
で
は
総

勢

人
の
評
価
委
員
が
現

地
に
赴
い
て
対
応
し
、
各

指
定
機
関
や
関
連
す
る
企

業
、
日
溶
協
の
職
員
の
協

力
を
得
て
全
国
共
通
の
試

験
方
法
と
評
価
基
準
に
則

っ
て
検
定
業
務
を
進
め
て

い
る
」
と
同
委
員
会
の
活

動
状
況
を
紹
介
し
、
「
今

日
ま
で
問
題
な
く
検
定
試

験
を
実
施
で
き
て
い
る
の

も
設
立
か
ら
携
わ
ら
れ
た

諸
先
輩
、
業
務
に
関
わ
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

と
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
公
平
、

公
正
な
検
定
試
験
の
実
施

に
努
め
る
」
と
語
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

日
溶
協
の
青
山
和
浩
会
長

（
東
京
大
学
教
授
）
は
同

委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
感
謝
の
意
を
表
し
、

「
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成

長
期
を
経
て
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
今
日
ま
で
日
本
の
産

業
の
根
幹
を
支
え
る
溶
接

技
術
の
質
の
向
上
と
安
全

性
の
確
保
に
尽
力
し
て
き

た
検
定
委
員
会
の
功
績
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。

年
と
い
う
長
い
歴

史
の
中
で
検
定
委
員
の
皆

さ
ん
が
培
わ
れ
た
知
見
と

経
験
を
基
盤
と
し
、
常
に

時
代
の
先
を
見
据
え
た
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
同

委
員
会
の
姿
勢
に
深
い
敬

意
を
示
し
た
い
。
今
後
も

全
国
の
地
区
検
定
委
員
会

の
模
範
と
し
て
よ
り
一
層

の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
同
委
員

会
の
検
定
業
務
を
長
年
に

わ
た
り
支
え
て
き
た

の

指
定
機
関
、
企
業
、
個
人

を
対
象
に
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
祝

賀
会
が
開
か
れ
、
来
賓
祝

辞
で
日
溶
協
溶
接
技
能
者

認
証
員
会
の
篠
崎
賢
二
委

員
長
（
広
島
大
学
名
誉
教

授
）
は
「
溶
接
技
能
者
不

足
の
問
題
に
対
し
技
能
者

の
待
遇
や
仕
事
環
境
の
改

善
な
ど
積
極
的
に
溶
接
分

野
へ
の
参
入
を
促
す
施
策

が
求
め
ら
れ
、
同
委
員
会

を
含
め
溶
接
界
を
挙
げ
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」、

産
報
出
版
の
大
友
亮
社
長

は
「
企
業
の
資
本
と
な
る

溶
接
人
材
の
技
量
を
保
証

す
る
検
定
制
度
は
製
造
現

場
の
み
な
ら
ず
企
業
経
営

に
と
っ
て
も
ま
す
ま
す
重

要
性
を
帯
び
て
い
る
。
今

後
も
同
委
員
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
大
き
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
、
東
部
地

区
溶
接
協
会
連
絡
会
の
渡

辺
修
会
長
（
渡
辺
建
鉄
工

業
専
務
）
の
乾
杯
発
声
で

開
宴
。
出
席
者
ら
は
同
委

員
会
が
担
う
業
務
の
重
要

性
と

年
の
歩
み
に
思
い

を
馳
せ
て
喜
び
を
分
か
ち

合
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
向
け
て
気
持

ち
を
一
つ
に
新
た
な
出
発

を
期
す
る
様
子
だ
っ
た
。


